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家計の個別化の実態に関するアンケートの結果について 

１ 本アンケートの概要 

(1) 調査目的 

  「公的統計の整備に関する基本的な計画」に掲げられた｢個計化の状況のより的確な 

 把握｣について検討するための基礎資料として、二人以上の世帯における家計管理の形態と 

収支の把握状況を明らかにする。 

(2) 調査対象 

調査対象は、日本国内に居住する次のＡ～Ｅに該当する各 200 世帯（計 1,000 世帯）とし、 

回答者は、世帯の家計簿を作成する場合に、世帯を代表して家計簿に記入する者（以下 

「家計簿記入者」という。）とした。ただし、世帯主が勤労者以外の世帯及び就業者が  

家計簿記入者のみである世帯については、調査対象から除外した。 

Ａ 「夫婦のみの世帯で、うち１人が就業者である世帯（片働き）」 

Ｂ 「夫婦のみの世帯で、夫婦ともに就業者である世帯（共働き）」 

Ｃ 「夫婦と子どもから成る世帯で、子どもが就業者でない世帯」 

Ｄ 「夫婦と子どもから成る世帯で、子どものうち１人以上が就業者である世帯」 

Ｅ 「ひとり親と子どもから成る世帯」 

(3) 調査事項（別添｢参考｣参照） 

次のア～エについて、平成 23 年２月１日から 28 日までの１か月間の状況等を調査した。 

   ア 家計簿記入者及びその家族に関する事項 

   イ 収入から家計に繰り入れた金額に関する事項 

   ウ 世帯全体の収入総額の把握状況に関する事項 

   エ 世帯全体の支出総額の把握状況に関する事項 

(4) 調査方法 

民間調査機関が、平成23年２月下旬から３月上旬にかけて、インターネットにより調査を実施した。  

 

２ 結果の概要 

(1) 属性別集計結果 

   調査対象Ａ～Ｅを属性別に集計した結果の概要は、次の①～③の通りであった。 

なお、( )内の割合は、調査対象Ａ～Ｅの各 200 世帯に占める割合を示している。 

①年齢・男女別集計結果（下表参照） 

  年齢別にみると、Ａ「夫婦のみの世帯(片働き)」、Ｄ「夫婦と子どもから成る世帯で、 

子どものうち１人以上が就業者である世帯」及びＥ「ひとり親と子どもから成る世帯」では、

   50 歳代の回答者が最も多く、Ｂ「夫婦のみの世帯(共働き)」及びＣ「夫婦と子どもから 

成る世帯で、子どもが就業者でない世帯」では、30 歳代の回答者が最も多かった。 

  男女別にみると、男性の回答者は、Ｂ「夫婦のみの世帯(共働き)」で 50 人(25％)と最も  

多く、全体では、Ｂ「夫婦のみの世帯(共働き)」に属する 30 歳代の男性が最も多かった。 

一方、女性の回答者は、Ａ「夫婦のみの世帯(片働き)」で 197 人(98.5％)と最も多く、 

全体では、Ｄ「夫婦と子どもから成る世帯で、子どものうち１人以上が就業者である  

世帯」に属する 50 歳代の女性が最も多かった。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

資料２ 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

30歳未満 0 14 14 7 22 29 0 20 20 2 4 6 4 7 11
30歳代 0 32 32 18 39 57 10 81 91 2 6 8 6 5 11
40歳代 0 41 41 9 28 37 4 55 59 4 21 25 2 42 44
50歳代 0 58 58 8 44 52 5 24 29 14 90 104 1 79 80
60歳代 2 47 49 5 17 22 0 1 1 8 45 53 2 38 40

70歳以上 1 5 6 3 0 3 0 0 0 2 2 4 2 12 14

小計 3 197 50 150 19 181 32 168 17 183
計 200 200 200 200 200

EＡ B C D
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②家計簿記入者・就業者別集計結果（｢別紙１｣小計参照） 

・Ａ「夫婦のみの世帯(片働き)」では、妻が家計簿記入者で、夫が就業している世帯が 

最も多く、197 世帯(98.5％)であった。 

・Ｂ「夫婦のみの世帯(共働き)」では、妻が家計簿記入者である世帯が最も多く、150 

世帯(75.0％)であった。 

・Ｃ「夫婦と子どもから成る世帯で、子どもが就業者でない世帯」では、妻が家計簿記 

入者で、夫が就業している世帯が 107 世帯(53.5％)で最も多く、次いで多かったのが、 

妻が家計簿記入者で、夫と妻が就業している世帯の 74 世帯(37.0％)であった。 

・Ｄ「夫婦と子どもから成る世帯で、子どものうち１人以上が就業者である世帯」では、 

妻が家計簿記入者で、夫と子どもが就業している世帯が 77 世帯(38.5％)で最も多く、 

次いで多かったのが、妻が家計簿記入者で、夫と妻と子どもが就業している世帯の 73 

世帯(36.5％)であった。 

・Ｅ「ひとり親と子どもから成る世帯」では、母親が家計簿記入者で、母親と子どもが

就業している世帯が最も多く、130 世帯(65.0％)であった。 

 

   ③家計管理タイプ別集計結果（｢別紙１｣世帯数参照） 

・Ａ「夫婦のみの世帯（片働き）」では、妻が家計簿記入者で、夫が就業しており、夫 

の収入の全額を家計に繰り入れている世帯が 153 世帯(76.5％)と最も多かった。 

・Ｂ「夫婦のみの世帯（共働き）」では、妻が家計簿記入者で、夫と妻の収入の全額を 

家計に繰り入れている世帯が 49 世帯(24.5％)と最も多く、次いで、夫の収入の全額 

と妻の収入の一部を家計に繰り入れている世帯が 35 世帯(17.5％)、夫の収入の一部と 

妻の収入の一部を家計に繰り入れている世帯が 30 世帯(15.0％)であった。 

・Ｃ「夫婦と子どもから成る世帯で、子どもが就業者でない世帯」では、妻が家計簿記 

入者で、夫が就業しており、夫の収入の全額を家計に繰り入れている世帯が 92 世帯 

(46.0％)と最も多く、次いで、妻が家計簿記入者で、夫と妻が就業しており、夫と妻 

の収入の全額を家計に繰り入れている世帯が 35 世帯(17.5％)であった。 

・Ｄ「夫婦と子どもから成る世帯で、子どものうち１人以上が就業者である世帯」では、

妻が家計簿記入者で、夫と子どもが就業しており、夫の収入の全額と子どもの収入の

一部を家計に繰り入れている世帯が 43 世帯(21.5％)と最も多く、次いで、妻が家計簿

記入者で、夫と子どもが就業しており、夫の収入の全額を家計に繰り入れ、子の収入

は家計に繰り入れていない世帯が 25 世帯(12.5％)であった。 

・Ｅ「ひとり親と子どもから成る世帯」では、母親が家計簿記入者で、母親と子どもが 

就業しており、母親の収入の全額と子どもの収入の一部を家計に繰り入れている世帯 

が 72 世帯(36.0％)と最も多く、次いで、母親が家計簿記入者で、子どもが就業して 

おり、子どもの収入の一部を家計に繰り入れている世帯が 25 世帯(12.5％)であった。 

  

 (2)世帯全体の収入・支出総額の把握状況（｢別紙２｣､｢別紙１｣※1･2 参照） 

  ①世帯全体の収入総額の把握状況 

世帯全体の収入総額を「把握している」と回答した世帯、「概ね把握している」と回答 

した世帯、「把握していない」が把握しようと思えば「概ね把握できる」と回答した世帯

は計 969 世帯であり、全調査対象の 96.9％であった。一方、世帯全体の収入総額を 

「把握していない」かつ把握しようと思っても「把握できない」と回答した世帯は計 31

世帯であり、全調査対象の 3.1％であった。その内訳は、Ｅ「ひとり親と子どもから成る

世帯」が 12 世帯と最も多く、次いで、Ｄ「夫婦と子どもから成る世帯で、子どものうち

１人以上が就業者である世帯」が８世帯であった。さらに、世帯全体の収入総額を「把握

できない」と回答した世帯の家計管理タイプ別の内訳をみると、Ｅ「ひとり親と子ども 

から成る世帯」に属する、母親が家計簿記入者で、母親と子どもが就業しており、母親の

収入の全額と子どもの収入の一部を家計に繰り入れている世帯が５世帯と最も多かった。 
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  ②世帯全体の支出総額の把握状況 

世帯全体の支出総額を「把握している」と回答した世帯、「概ね把握している」と回答 

した世帯、「把握していない」が把握しようと思えば「概ね把握できる」と回答した世帯

は計 951 世帯であり、全調査対象の 95.1％であった。一方、世帯全体の支出総額を 

「把握していない」かつ把握しようと思っても「把握できない」と回答した世帯は計 49

世帯であり、全調査対象の 4.9％であった。その内訳は、Ｅ「ひとり親と子どもから成る

世帯」が 22 世帯と最も多く、次いで、Ｄ「夫婦と子どもから成る世帯で、子どものうち

１人以上が就業者である世帯」が 11 世帯であった。さらに、世帯全体の収入総額を 

「把握できない」と回答した世帯の家計管理タイプ別の内訳をみると、Ｅ「ひとり親と 

子どもから成る世帯」に属する、母親が家計簿記入者で、母親と子どもが就業しており、

母親の収入の全額と子どもの収入の一部を家計に繰り入れている世帯が７世帯と最も 

多かった。 

 

３ 「公的統計の整備に関する基本的な計画」への対応 

「公的統計の整備に関する基本的な計画」においては、「共働き世帯の増加や世帯内単身

者の増加など、家計の個計化が進み、世帯全体の家計をとらえることが困難になってきてい

るとの指摘がある。」とされているが、本アンケート結果によれば、世帯全体の収入・支出

総額の把握状況は、「把握している」、「概ね把握している」及び「概ね把握できる」の回

答を合わせると全体の９割以上となっており、家計簿記入者が世帯の全体の収支を把握する

ことは可能であると考えられる。このことから、家計調査においても、家計簿記入者が世帯

全体の収支を記入する現行の調査方法により、世帯全体の家計の把握は可能であると考えら

れる。 

今後は家計調査の調査票の記入例に世帯全体の収支を漏れなく記入してもらうための注意

喚起の文言を盛り込む等、世帯全体の家計収支の適切な把握に努める。 



別紙１
家計管理タイプ別内訳

夫（父） 妻（母） 子ども ※１ ※２ 小計 夫（父） 妻（母） 子ども ※１ ※２ 小計 夫（父） 妻（母） 子ども ※１ ※２ 小計

全額 153 2 3 全額 1 0 0 全額 6 1 0

一部 39 3 4 一部 15 0 1 一部 72 5 7

繰入なし 3 0 0 繰入なし 8 1 1 繰入なし 16 1 2

不明 1 0 0 一部 12 1 1 不明 4 0 0

収入なし 1 0 0 繰入なし 6 0 0 全額 1 0 0

全額 2 0 0 一部 3 0 1 一部 24 1 1

一部 1 0 0 繰入なし 5 0 0 繰入なし 3 0 0

200 5 7 収入なし 一部 4 0 0 ― 繰入なし 一部 2 0 0

全額 49 0 0 一部 1 0 0 ― 収入なし 一部 2 0 0

一部 35 1 1 繰入なし 2 0 0 全額 2 0 0

繰入なし 12 0 0 一部 8 0 0 一部 25 0 3

不明 2 0 0 繰入なし 3 0 0 繰入なし 2 0 0

収入なし 2 0 0 繰入なし 一部 1 0 0 不明 3 0 0

全額 5 0 0 不明 収入なし 1 0 0 一部 2 0 0

一部 30 2 2 不明 一部 繰入なし 1 0 0 繰入なし 1 0 0

繰入なし 7 0 0 全額 一部 1 0 0 不明 ― 不明 1 0 0

不明 2 0 0 一部 不明 1 1 1 子ども ― ― 一部 2 0 0 2

収入なし 1 0 0 一部 43 2 0 全額 1 0 0

全額 1 0 0 繰入なし 25 1 1 一部 1 0 1

繰入なし 1 0 0 一部 6 1 1 全額 1 0 0

不明 1 0 0 繰入なし 1 0 0 一部 1 0 0

不明 一部 ― 1 0 0 収入なし ― 一部 2 0 0 一部 ― 一部 1 0 0

収入なし 一部 ― 1 0 0 全額 繰入なし 1 0 0 全額 4 2 3

全額 17 0 0 繰入なし 一部 1 0 0 一部 1 0 0

一部 7 0 0 全額 1 0 0 全額 1 0 0

不明 2 0 0 一部 4 0 0 一部 5 0 2

全額 1 0 0 繰入なし 1 0 0 繰入なし 1 1 1

一部 19 0 2 全額 一部 3 0 0 ― 一部 一部 7 0 0

繰入なし 1 0 0 一部 4 0 0 繰入なし 1 0 0

不明 1 0 0 繰入なし 1 0 0 不明 1 0 0

全額 1 0 0 繰入なし 1 0 0 子ども ― ― 一部 6 1 2 6

不明 1 0 0 不明 2 0 1 200 12 22

200 3 5 一部 1 0 0

全額 92 1 1 繰入なし 1 0 0

一部 13 1 0 不明 1 0 0

不明 2 0 0 収入なし 不明 1 0 0

全額 35 0 0 一部 2 0 0 ※１…うち収入総額を「把握していない」かつ「把握できない」と回答した世帯数

一部 13 0 0 繰入なし 4 0 0 ※２…うち支出総額を「把握していない」かつ「把握できない」と回答した世帯数

繰入なし 6 0 0 不明 1 0 0

不明 2 0 0 一部 1 1 1

収入なし 7 0 0 繰入なし 1 0 0

全額 1 0 0 全額 一部 1 0 0

一部 4 0 0 収入なし 一部 1 0 0

繰入なし 2 0 1 子ども ― ― 一部 1 0 0 1

繰入なし 全額 ― 1 0 0 全額 2 0 0

不明 全額 ― 1 0 0 一部 1 0 1

全額 1 1 1 一部 一部 1 0 0

収入なし 1 0 0 一部 一部 1 0 0

全額 8 0 0 繰入なし 繰入なし 1 0 0

一部 5 0 0 収入なし 一部 1 0 0

不明 1 0 1 不明 不明 一部 1 0 0

一部 3 0 0 収入なし 全額 不明 1 0 1

収入なし 1 0 0 全額 2 0 0

収入なし 全額 ― 1 0 0 一部 1 0 0

200 3 4 繰入なし 1 0 0

一部 ― 一部 1 0 0

妻・子ども ― 全額 全額 1 0 0 1

200 8 11

200
ひとり親と子ども
から成る世帯

Ｅ

計

9

77

2

6

15

9

― 全額

全額

全額―

不明―

―

― ―

―

―

計

計 計 計

母・
子ども

子ども

130

32

母

父・
子ども

4
父

父 2

父・
子ども

3

母 5

母・
子ども

73

16

子ども

計

一部

夫・
子ども

妻・
子ども

5

200

―

全額

一部

収入なし

一部

200

全額

計

夫・妻
子ども

夫・
子ども

―妻・子ども

夫

全額

一部

夫・妻
子ども

全額夫・
子ども

子ども

夫婦と子どもから
成る世帯で、子ども
のうち１人以上
が就業者である
世帯

Ｄ

全額

一部

―

19

一部

―

―

―

―

―

夫・妻

―

子ども ―

妻

全額

一部

―

―

―

―

―

―

―

―

―

夫

夫婦と子どもから
成る世帯で、子ども
が就業者でない
世帯

Ｃ

全額

一部

収入なし

夫・妻

妻

全額

一部

夫

妻 夫

200

一部

繰入なし

夫 夫・妻

全額

一部

収入なし

妻 夫・妻

―

―

―

――

―

－

世帯数

Ｂ
夫婦のみの世帯
（共働き）

全額

計

全額

一部

収入なし

夫・妻
子ども

全額

家計簿
記入者

就業者
収入から家計に繰り入れた金額

夫 妻

200Ａ
夫婦のみの世帯
（片働き）

―

世帯数 世帯数

197

3

150

50

107

74

収入から家計に繰り入れた金額 収入から家計に繰り入れた金額家計簿
記入者

就業者
家計簿
記入者

就業者

2

繰入なし

一部

全額

一部

全額

―

― ―



別紙２

世帯全体の収入・支出総額の把握状況

把握して
いる

概ね
把握して
いる

概ね
把握
できる

把握して
いる

概ね
把握して
いる

概ね
把握
できる

A 夫婦のみの世帯（片働き） 200 136 53 6 195 97.5 5 2.5 103 80 10 193 96.5 7 3.5

B 夫婦のみの世帯（共働き） 200 112 81 4 197 98.5 3 1.5 88 94 13 195 97.5 5 2.5

C
夫婦と子どもから成る世帯で
子どもが就業者でない世帯

200 135 54 8 197 98.5 3 1.5 95 85 16 196 98.0 4 2.0

D
夫婦と子どもから成る世帯で
子どものうち一人以上が
就業者である世帯

200 84 96 12 192 96.0 8 4.0 68 102 19 189 94.5 11 5.5

E ひとり親と子どもから成る世帯 200 70 101 17 188 94.0 12 6.0 57 102 19 178 89.0 22 11.0

1,000 537 385 47 969 96.9 31 3.1 411 463 77 951 95.1 49 4.9

※１…家計管理タイプ別の内訳は、別紙１※１参照 ※２…家計管理タイプ別の内訳は、別紙１※２参照

割合(%) 世帯数
（※２）

割合(%)

世帯全体の<支出総額>の把握状況

把握している・把握できる

把握できない
計

世帯数 世帯数世帯数 世帯数

A　～　E

調査対象

世帯全体の<収入総額>の把握状況

把握している・把握できる

計
把握できない

割合(%) 世帯数
（※１）

割合(%)

調査
世帯
数

世帯数 世帯数 世帯数 世帯数
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【家計に関するアンケート】                      （※イメージ）
 

Q1 あなた以外の世帯の構成員としてあてはまるものをすべてお選びください。（2 月 1 日時点）
 

※あなたが世帯内で子どもにあたる場合、同居のきょうだいがいる場合は子どもの選択肢から当てはまる  

  ものをご回答ください。 

※ここでいう「世帯」とは、住居及び家計をともにする者の集まりをいいます。 （回答はいくつでも） 
 

 

 配偶者 
 

 子ども（次女）
 

 子ども（長男） 
 

 子ども（三女）
 

 子ども（次男） 
 

 父（義父も含む）
 

 子ども（三男） 
 

 母（義母も含む）
 

 子ども（長女） 
 

 その他
 

 

 

 

  

Q2 ご家族の年齢をそれぞれお答えください。（2 月 1 日時点）  （回答は半角数字で入力） 
  

 

 

 
配偶者  歳 

 

子ども（長男） 歳
 

子ども（次男）  歳 
 

子ども（三男） 歳
 

子ども（長女）  歳 
 

子ども（次女） 歳
 

子ども（三女）  歳 
 

父（義父も含む） 歳
 

母（義母も含む）  歳 
 

  

 

※以降の質問は特に断りのない限り「2 月 1 日～28 日」の 1 か月間のことについてお答えください。

Q3 あなた自身とご家族の就業状態としてあてはまるものをお選びください。
 

※ここでいう「仕事」とは収入を伴うものをいい、自家営業（農業や店の仕事など）の手伝いや内職・パート・ 

  アルバイトを含みます。 

※「通学」には、予備校・専門学校などに通っている場合を含みます。 （回答は横の行ごとに１つずつ） 
 

 

 

主に 

仕事 

家事な

どのほ

か仕事

通学の

かたわ

ら仕事

仕事を

休んで

いた 

仕事を

探して

いた 

家事 通学 その他

(幼児・高

齢など)

あなた自身    

配偶者    

子ども（長男）    

子ども（次男）    

子ども（三男）    

参 考 
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子ども（長女）    

子ども（次女）    

子ども（三女）    

父（義父も含む）    

母（義母も含む）    
 

  

Q4 Q3 で「主に仕事」「家事などのほか仕事」「通学のかたわら仕事」「仕事を休んでいた」と答えた

方の就業形態としてあてはまるものをお選びください。 （回答は横の行ごとに１つずつ） 
  

 

 

雇われ

ている：

正規の

職員・

従業員 

雇われ

ている：

労働者

派遣事

業所の

派遣社

員 

雇われ

ている：

パート・

アルバ

イト・そ

の他(契

約社

員・嘱

託を含

む) 

会社な

どの役

員 

自営業

主(雇人

あり) 

自営業

主(雇人

なし) 

家族従

業者 

家庭内

の賃仕

事(内

職) 

あなた自身    

配偶者    

子ども（長男）    

子ども（次男）    

子ども（三男）    

子ども（長女）    

子ども（次女）    

子ども（三女）    

父（義父も含む）    

母（義母も含む）    
 

  

Q5 あなたやあなたのご家族は収入を家計にどの程度繰り入れていましたか。  

（回答は横の行ごとに１つずつ） 
  



   

3 

 

 

収入のすべ

てを家計に繰

り入れていた

収入の一部

を家計に繰り

入れていた

収入は一切

家計に繰り入

れていなかっ

た 

収入をどの程

度繰り入れて

いたかわから

ない 

収入は 

なかった

あなた自身   

配偶者   

子ども（長男）   

子ども（次男）   

子ども（三男）   

子ども（長女）   

子ども（次女）   

子ども（三女）   

父（義父も含む）   

母（義母も含む）   
  

  

Q6 あなたは世帯全体の収入総額を把握していますか。 （回答は１つ） 
  

 

 把握している 
 

 概ね把握している 
 

 把握していない 
 

 

 

 

  

 

世帯全体の収入総額を「把握していない」方におたずねします。 

Q7 把握しようと思えば把握できますか。 （回答は１つ） 
  

 

 

 

 

 

 概ね把握できる 
 

 把握できない 
 

 

 

 

  

Q8 では、あなたは世帯全体の支出総額を把握していますか。 （回答は１つ） 
  

 

 把握している
 

 概ね把握している 
 

 把握していない 
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世帯全体の支出総額を「把握していない」方におたずねします。 

Q9 把握しようと思えば把握できますか。 （回答は１つ） 
  

 

 

 

 

 

 概ね把握できる 
 

 把握できない 
 

 

 

 

  

Q10 あなたの性別をお答えください。 （回答は１つ） 
  

 

 

 

 

 

 男性 
 

 女性 
 

 

 

 

  

Q11 あなたの年齢をお答えください。（2 月 1 日時点） （回答は半角数字で入力） 
  

 才 
 

  

 




